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環境

時間

健康

経済

自転車の特長

家計にはもちろん、
自転車通勤を奨励する企業にもメリットが！

走行時化石燃料消費ゼロ、
大気汚染・騒音・振動公害なし、
車両製造も（他の乗り物に比べ）省資源

早くて便利

おサイフにやさしく経済的

人にやさしく健康増進効果

国土交通省道路局資料「自転車利用環境をとりまく話題」

福岡市資料 http://www.qsr.mlit.go.jp/fukkoku/mobility/money.html

大阪府資料
http://www.pref.osaka.jp/toshikotsu/kashikoi_h21/kenkou.html

通勤手段と肥満の割合

出典：三重県資料 http://www.pref.mie.lg.jp/KOTSU/HP/mm/index.htm

通勤に伴う運動10分間で消費する
カロリー値（30代男女別、基礎代謝は含まず）

歩く
（やや早歩き）

自転車

自動車運転

鉄道
バス

（座って）

（立って）

40
41
18
14
23

29
29
13
10
17

kcal

都市部の5km程度までの移動には
自転車が最も早く効率的

都市部5km以内の移動には最も早い
荷物も運べ、場所を取らず渋滞知らず

事故危険性はマイカーの1/10
肥満などの生活習慣病を予防

60人が移動する時に占有する
道路面積

乗用車 バ ス 自転車

© 2009 Natasha Lloyd

各々の具体例は、ひとつ下のページで
紹介している参考書で詳説されています。
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A川崎市と自転車 (1) ～市民に選ばれて世界最高水準～

川崎市の自転車の代表交通手段
分担率は16%（二輪全体では
19%）。これは全国・世界的に
見てどうでしょうか。
オランダ、デンマーク、ドイツ

図の出典：川崎市まちづくり局交通政策室資料
（分担率は平成20年東京都市圏パーソントリップ調査より）
http://www.city.kawasaki.jp/50/50kousei/home/plan/sougouiinnkai/sougouiinkai.html

■世界最高水準の自転車利用率 ※

※代表交通手段分担率
平坦地での利用が多い

運輸部門のCO2排出量は
全国の政令市で最も低い

などの環境先進都市と呼ばれる地域では、様々な自転車利用
奨励策を実施して2～3割に達していますが、川崎市ではこ
れまで何の奨励策も実施せず16%、2割を超える地域も多く
あります。私たち市民が便利な自転車を選んだ結果、低炭素
化にも貢献しています。今後の環境政策では、こうした市民
の選択に応える自転車利用環境整備が求められます。
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A自転車利用にまつわる課題

自転車は「遅い」「危ない」
「歩道を走れ」「不必要」

自転車への偏見や誤解、
クルマ優先思想の転換

インフラの整備

制度的な整備

道路交通法、道路構造令などの自転車の位置づけ、
教育、そもそも大人がルールを知らない…

走行空間や駐輪場の不足、
案内表示が無い、予算が少ない…

クルマは「主役」「必要」「最優先」…
クルマ優先意識のツケが歩行者や
自転車利用者に回ってきている

古倉宗治『成功する
自転車まちづくり』
学芸出版社、2010年
ISBN 978-4-7615-2491-3

疋田智
『自転車の安全鉄則』
朝日新聞社新書、2008年
ISBN 978-4-02-273247-7

参考書

片野優『ここが違う、
ヨーロッパの交通政策』
白水社、2011年
ISBN 978-4-560-08124-2

●自転車政策

●安全

●海外先進事例
古倉宗治氏講演会「地球環境時代のスマートなまちづくり」
（2011年6月、かわさき市民アカデミー主催）をもとに再構成
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■駅利用者向けの駐輪場整備は進む

川崎市では、自転車関連の政策は建設緑政局内の
「自転車対策室」が所管しています。環境局地球環
境推進室、まちづくり局交通政策室なども自転車に
関する計画を持っていますが、具体的な取り組みは

自転車対策室が一手に行ってきました。
市の今までの自転車政策は「放置自転車」対策に
特化してきました。駅利用者向けの有料駐輪場整備
が進められ、利用率も上がってきました。

川崎市と自転車 (2) ～川崎市のこれまでの自転車政策～

出典：川崎市自転車対策室の調査をもとに当会集計（2008年10月）

出典：川崎市まちづくり局交通政策室資料

まだ駐輪場不足や需給のずれが見
られますが、今後は買物客などに合
わせた短時間駐輪場の整備も始まり

ます。
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A住みよい低炭素な街にするには？

出典：環境省『地球温暖化対策に係る中長期ロードマップ』2010年12月概要版
「地域を活性化し、住みよい街にしながら低炭素な街にするには？」より

炭素な地域づくりに必要なことは、
クルマを使わない人が快適に暮らせるまちにすること低

詳しくは…

環境省 中長期ロードマップ 検 索

本は「歩いて暮らせるまちづくり」。そこに
自転車、バス、電車を組み合わせて便利なまちに。基

出典：環境省『環境白書 平成22年版』2010年6月
p.61 図2-4-11「低炭素社会の具体的イメージ まち」より

対 策 前 （ 現 状 ）

対 策 後 （低炭素型のまち）

⇒

どこが変わった？
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写真：2009年11月に実施された川崎駅東口周辺での社会実験の様子
（新川通りに設置された自転車レーン）

■自転車を活用するための体制づくり■走行空間整備は前途多難
川崎市では「放置自転車」対策は進んできました

が、自転車を活用する視点からの取り組みはこれから
の課題です。
環境局では、2010年に策定された「川崎市地球温

暖化対策推進基本計画」で初めて、交通における地球
温暖化対策の推進策のひとつとして「自転車等の通行
空間の確保」が盛り込まれました。
まちづくり局では、「川崎市総合都市交通計画」の
策定に向けて今年より検討委員会が開かれており、こ
の中で自転車は端末交通として検討が始まりました。
建設緑政局では、今年改定された新総合計画「川崎

再生フロンティアプラン」の中に、
駐輪場と通行環境に関する事業が
盛り込まれています。
このように、各部局で自転車の
取り組みが始まりつつありますが、
まだ自転車利用促進を担当する部
署や総合計画は無く、一部で整備
が始まった自転車レーンも課題が
多いのが実情です。低炭素都市に
欠かせない自転車を活用するため
部局横断的に取り組む体制づくり
が課題です。 写真：幸区新川崎地区の自転車レーン（2010年9月撮影）

駐輪場整備が進む一方、地域によっては移動
の1/4をも担っている自転車が、走る場所すら
満足に無い状況が続いています。上写真は片側

3車線もある新川通りの1車線を自転車レーン
にする社会実験で、大変好評でしたが、本格実
施には至りませんでした。
川崎市はクルマ依存度が低い分、死亡事故な

どの重大事故は少なめですが、自転車が歩道を
走ることによる事故が問題になっています。

「自転車は車道が原則、歩道は例外」
環境にやさしい自転車を正しく
使うため、原則の周知や走行環

境の整備が求められます。

川崎市と自転車 (3) ～川崎市のこれからの自転車政策～
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B低炭素型のまちʹ住みよいまち

「自転車ϥッΫόス」
ਆಸ中がכϲ崎ɾ
ް地区でӡߦ中

ి車に自転車ϥッΫをඋ
したถ国Φレΰンभϙートϥンドのࣄ例
写真ఏڙ：খా෦໌ਓ氏
（川崎の交通とまちづくりを考͑る会）

ロンドンの Cycle Superhighway
ロンドンでは自転車を࠷༏ઌにするํ
に転。車道をݮらしてߴ自転車
レーンをり࢝Ίた。 Photo: Man vyi

http://www.tfl.gov.uk/cyclesuperhighways

˔クルマをݮらしてもෆ自༝しない都市ߏ造にする……ެڞ交通のॆ実、ίンパΫトなまちづくり
˔クルマをݮらす΄ど都市はշదになる……૽Ի、ഉؾΨス、ώートアイϥンド、ौݥةがݮり

交通がॆ実し、中৺市街地にわいがるڞެ

˙都市の交通ڥ対策は、ΫϧϚΛݮら͠てշదなまちにすること

˙自転車は、住みよい低炭素まちづくりのl最後のりࡳz
欧米の都市では、公共交通重視の交通政策が競って実施される中、
“低炭素型のまち＝住みよいまち”、という新しい公式が成立。
まずは誰でも利用できる公共交通手段が便利になるよう整備し、

ถ国χϡーϤーΫ市交通局は、ຖ年8月の土༵にマンϋッλンの
ൈき通りを自ಈ車通ࢭߦΊにするイϕント「Summer Streets」
を։催。 http://www.nyc.gov/summerstreets

自転車を組み合わせると街がさらに魅力を増す。
自転車は、人の力や都市の魅力を最大限に引き
出すための“最後の切り札”になっている。

ᶃクルマがগない֗はշదで
わ͏こͱを知ってもら͏

ᶄマイカー以֎の交通
手段を便利にする

ᶅ·ちのߏ造を
ίンύクトにする

ࢁ市のίンパΫトな
まちづくり計ը。మ道
駅を中৺にެڞ施設
住を集中ཱ地さͤる
計ըをཱてて実ߦ中。

出典：
ࢁ市中৺市街地
活性化جຊ計ըより
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B自転車׆用事例 ～த৺市街地～
ԣ市
ΈなͱΈらい地۠
2011年4月ʙ2014年3月༧ఆ（社会実験）
実施主体：ԣ市（都市උ局）
ӡӦ主体：NTTドίϞ

出典：ԣίミϡχςΟαイΫϧ
baybike ϗーϜページ

http://docomo-cycle.jp/yokohama/

●官庁・ビジネス街や観光都市などでの
市街地を面的に被う公共交通手段
●鉄道等の交通機関との連携を考慮し、
駅前などにサイクルポートを設置
●サイクルポートを多く設置するため、

ICカードなどを用いた機械式が多い
●短時間利用の仕組みを持つ→短時間は
無料や定額、時間逓増制の料金設定

ࢁ市
૯ۂ輪地۠

出典：γΫロγςΟࢁϗーϜページ
http://www.cyclocity.jp/

˛ അ車道駅લに設置されたαイΫϧϙート
ຊ大通り（県ிલ）駅݁、新ฉതؗ

˛

国ࡍ会ٞલ駅લのϙート

写真ఏڙ：খా෦໌ਓ氏
（川崎の交通とまちづくりを

考͑る会）

ίϛϡχティαΠΫϧ
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「ママチャリ」で快適エクササイズ！

ᶄ

自転車を安全に

乗りこなすには！

自転車安全利用ޒଇ

ᶃ
走るのはࠨଆ、ඇ優先の交ࠩ ではҰ時ఀࢭ、ԣஅาಓは
า行者優先、などɻجຊ的にクルマͱಉ͡ですɻ

ଆΛるࠨ

車道Λる

ᶅ 歩ऀߦ最༏先

ʮาಓ通行Մʯのඪࣝが͋るาಓでも、時7ʙ8km（早า͖ఔ度）·でし͔出
ͤ·ͤんɻこΕでは、ͤっ͔くの自転車がྗをൃشで͖·ͤんɻ慣ΕΕ車ಓの
ํがָに走Ε·すし、ਖ਼しく走Ε車ಓのํが҆全ͩͱݴわΕてい·すɻ

าಓを走る自転車にݏな思いをしたこͱは͋り·ͤん͔？
やむをಘずาಓを通る時はา行者優先ɻϕルを໐らしたり、
ແཧにいൈいたりする人はྫྷたいで見らΕてい·すɻ

（イϥストはશຊ交通҆શڠ会ɾ
（ி資料よりҾ用ܯ

˔車道が原則、歩道は例外 ˔車道はࠨଆを௨ߦ
˔歩道は歩ऀߦ༏ઌͰ、車道دりをঃߦ
˔҆શルールをकる ༺Ͳはϔルϝッτをணࢠ˔

サドルを↑上げる

ᶃ

空気圧を↑上げる
ᶄ

ᶅ
チェーンに油

����年��月։催 自転車スイスイ講演会
『車イス、าऀߦ、自転車に҆શな道路交通を考͑る』
ాஐ氏（自転車πーΩχスト、/10自活ݚཧࣄ）より

͏ちのʮママνϟリʯをշదで健康でΤίな
乗り物にするための3ͭのϙイントを͝հ！

（5気ѹくらいがおすすめ）
（ֳɾܯி）

↑

コラム
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B自転車׆用事例 ～住地～

東京近郊の住宅地では、都心から放射状に走
る鉄道が便利な半面、並行する鉄道の間をつ
なぐ地域内の交通手段が課題になっており、
バス路線が無いが公共交通手段が欲しい所に
は自転車を公共交通手段として導入する事例
が出てきている。駅前駐輪場に併設する形で
レンタサイクルが設置され、乗り捨てサービ
スが提供されているのが特徴。

■行政がϨンλサイクルをఏڙ（世ా୩۠ʮがやリンʯなど）

■駐輪場整備にも༷ʑな
ˢߴ区ઍ年のறྠγスςϜ

メーカー、東ւٕݚ社

口駅લ、ຊίンϐϡーλߔ
μイφミΫス(NCD)社

川区ށߐ 平Ҫ駅લ ˠ
（地下ػցࣜ）
JFEΤンジχアリンά社

ੈా୩区「がリン」ࡩ新ொ駅લでは
ిಈアγスト自転車も用ҙ。ॆిには
্のଠཅޫൃిパωϧを͏。

駐輪場整備でも、限られた土地を効率的に活用する工夫が
されている。買い物客向けには便利な場所に短時間無料の
駐輪場を提供し、長時間置くと割高になる仕組みを採用。
一日置きたい通勤通学客向けには地下などを活用。各社が
開発にしのぎを削っており、駅前広場などの地下に埋め込
んで土地利用効率と利便性を両立させる事例も出てきた。

この他、鉄道事業者が運営する駅前駐輪場
で自転車共有サービスを提供する事例も出
てきた（阪急、東急＝新丸子駅前など）。

。新ொ、々ྗの各駅લでల։中ࡩ、ಊܦ、ਫ্ࡩ
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B自転車׆用事例 ～移動ࢧԉ、՟なͲ～

●自宅から近くの商店や病院、駅、バス停など
までの数百メートル～2kmが主な対象。長距
離客はバスやタクシーに乗り換えてもらう。

●細街路に入りやすく、ゆっくりな速度という
特徴を活かしたサービス展開。乗客からは
「いつもの街が楽しくなる」などと好評。
●買い物の付き添い、見守りサービスなども。

౦ژ都ཱ市
スマイルλクγー

य़部市ݝۄ࡛
ঙձ

（ి動Ξγスト自転車）

■自転車λクγー（高ྸ者移動ࢧԉ）

■便の輸ૹにも活༂
【課題】運賃収入は限られ、協賛・広告収入に頼る。

商店街など地域で支える必要がある。

元々、新聞や郵便、飲料などの配達で自転車
が活躍していたが、電動アシスト自転車の登
場を契機に、自転車が活躍する場所はさらに
大きく拡がっている。

短距離に強くスマートな自転車の特徴を活かし
たサービスはどんどん拡がっている。

便自動車は駐車場所や渋滞が課題になること、また環境対策や
サービス向上のために、都市部の配達拠点を細分化し、最寄
りの拠点から台車や自転車で配達する事例が増えている。

数百メートル圏内は徒歩（台車）が、概ね1.5km以内の範囲
では電動アシスト付き自転車が活躍。
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B自転車׆用事例 ～ޫ؍～

1997年にベルリンで開発され、環境にやさしい新しい交通
システムとして欧州を中心に運行されている。車両はドイツ
製で、車両だけでなく運営を含めたシステムとして提供され
るのが特徴。国内では都市観光での利用が中心で、札幌から
那覇まで全国30都市で運行されている。

国内30都市、ւ֎（υイπ、Φランμ、スϖイン他）
（りΜこう）ߦྠ
～自転車とమ道Λみ合わせて

～に͞͠くָ͠いཱྀΛʂڥ

また、観光地で人気のレンタサイクルも様々
なサービスがある。民間、鉄道会社、自治体
など様々な運営主体が提供している。

かつしかϕロλΫγー ࣲຢఇऍఱなͲでࠓ年9月よりຊ֨ӡߦ

自転車をྠߦାにೖれてి車にͤた
様子 （写真はJR東ւɾ東ւ道ຊઢ）

ཱྀ行する時、交通手段はΈのछɻ
クルマは渋滞するわർΕるわ、さら
に事故でもىこしたらָしいཱྀ行が
ແしですɻڥにѱいこͱは͏ݴ
·でもないですͶɻでもి車で行く
ͱ駅͔らの移動が大変ʜͦんな時に
も自転車は大活༂！
スϙーπλイϓの自転車は、輪行ା
にೖΕΕి車に乗ͤらΕ·すɻ
フΣリーやඈ行ػにも乗ͤらΕ·す
し、ʮサイクリンάϠマト便ʯなど
をってૹるこͱもで͖·すɻ

田中真理『輪行(りんこう)

サイクリングのすすめ』
グラフィック社、2011年

コラム

ϕロλクγー
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～自転車の׆用はݹくて新͠い課題～

川崎市地球温暖化ࢭ活ಈਪਐηンλー（CCかわさき交ྲྀίーφー）
2011年 9月اըలࣔ「ਓと環境にさしい交通大集߹」ʲ自転車ʳ
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Dలࣔஔਤʲ自転車ʳ
˗ຊ体（り൘にష）

˗カンバン（イーゼル）

ࡏݱ2011.09.01

A-1 A-2

A-3 A-4

A-5 A-6

B-1 B-2

B-3 B-4

B-5 B-6

パネルA1判相当。写真は印画紙出力した四切ワイド
判（別途用意）。タイトル (C-1, C-2) はA4判。
展示の題名等は主催者側で必要に応じ用意。

˗い߹わͤ
担当：井坂

[E-mail] isaka＠sltc.jp
[Tel] 070-5546-4772（留守番電話）

CCかわさき交ྲྀίーφー 2011年9月లࣔ「交通」

写真

写真

各々 A3判 横置き。上図の順に並べて配置。高さ位置は適宜調整。順番
は各紙右上のページ番号を確認して掲示（分離・入れ替え不可）。
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